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★町の人口★人口10,157（士 0）男4,815(+ 1）女5,342（一1）世帯合計3,403(+ 2) 61年9月末日現在（ ）内は前月との比較です 
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ミ長生きの秘けつ…… 

ゆっくり食べることじ恕 



(3) （乙J 

識選轟割合） 
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労 働 費 

865,742 
地方自治法219条2項の規定 

により昭和61年度予算の概 

要を公表する 
赤池町長 日野喜美男 

万円）決まる 
前年比8.3％増＝ 

、一般会計予算（44億1,726 
繰上充用金 

そ の 他 

201,201 

財政健全化計画に沿って対 

19.6% 

農林水産 

業 費 

169,648 

3 .8% 

商 工 費 

6 ,441 

)）嚢・ 

0.1% 

本年度一般会計当初予算が9 月 

定例町議会で可決されました。 

4月から9 月までの6 カ月間は 

①前年度の決算見込みで歳入欠か 

んが多額であったこと。②地方交 

付税を中心とする一般財源の伸び 

が歳出の伸びに見合わなかったこ 

と。③財産処分計画が大幅に遅れ 

財産収入の見込みがたたなかった 

こと。などの理由により暫定予算 

を編成していましたが、定例町議 

会で当初予算を提案できることと 

なりました。 

国、地方とも厳しい財政事情の 

中で本町の予算編成方針は財政健 

全化計画に沿った予算編成を基本 

としています。 

予算総額は44億1,726万円で対 

前年度伸率8,3%。歳入では地方交 

付税、国、県支出金などの依存財 

源が80, 9％を占めています。歳出 

では人件費や扶助費、公債費など 

の義務的経費が40,6％となってい 

ます。特に地方債の元利償還に支 

出される公債費は18,7％と高い数 

値になっています。 

このような厳しい財政環境を十 

分認識し、「緑と清流、やきものと 

文化のまち赤池」 を目指してきめ 

こまかい行財政運営を推進してい 

きたいと考えております。 

★地方債（借り入れ金）の現在高 （単位千円） 

区 分 高
 

末
在
 

度
現
 

年
 

Q
J
 

”一 60年度求 
現在高（見込） 

一般公共事業債~ 943,047 958,494 

一般単独事業債 31,417 27,903 

公営住宅建設事業債 377,607 400,865 

義務教育施設整備事業債 155,876 151,868 

災 害 復 旧 債 45,708 50,075 

厚生福祉施設整備事業債 34,046 31,113 

過疎魅策事業債 461,009 433,956 

地域改善対策事業債 2,577,084 
~ 

2,573,196 

財 源 対 策 債 ~ 704,792 673,777 

都道府県貸付金 1,055,526 1,179,597 

一般廃棄物処理事業債 0 19,200 

調 整 債 0 20 ,000 

臨時財政特例債 0 25,000 

計
 

6,386,112 6,545,044 
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分担金・負担金 
使用料・手数料など 
1億8,577万円（4.2%) 

☆昭和61年度歳入予算の内訳 
財産収入 

地方譲与税 3,598万円 
自動車取得 

市兄 31恵Z,lU4カ円（7.35Vo ) 

、内は全体に占める割合 

税交付金など 
3,942万円 
(0 .9%) 

諸収入2億9,995万円（6.8%) 

4.6% 
国庫支出金 
8億2,287万円 
(18.6%) 

地方交付税 
18億1,661万円（41.1%) 

県支出金 
(7.9%) 

3億4,752万円 

町債（12 .4%) 
5億4,810万円 

★項目別歳出予算の概要★ 

■商 工 費 商工業の振興や観光事業に 

使われるお金です。町内の街灯電気代、商工 

会助成金などの経費です。 

■上 木 費 道路の改良工事や町営住宅 

の建設、管理などに使われます。今年度、町 
内に18戸の町営住宅が建設されます。 

★職員平均給料月額と平均年齢 
（特別会計職員を除く） 

区 分 行政職 労務職 

昭和60年 

4月1日現在 

平均給料月額円 212,100 181,600 

平均給与月額円 231,900 197,600 

平均年齢圃 38.0 40. 1 

昭和61年 

4月I日現在 

平均給料月額（卿 229,500 194,600 

平均給与月額卿 2駒j舶 210,700 

平均年齢燭 38. 1 39.7 

■消 防 費 みなさんの安全を守る経費 

に使われます。消防団員の報酬、消防車の購 

入、田川地区消防組合の負担金などに支出さ 

れます。 

■教 育 費 3 校の運営費や青少年、子 

ども会活動などの経費、公民館活動や各種ス 

ポーツ大会の経費ならびに総合挙ラウンドや 

体育館などの運動施設の維持管理費などに充 
てられます。 

■公 債 費 いろいろな事業をするため 

に、大蔵省や郵政省などから借りたお金の元 

金、利子の償還に使われます。赤池町は大変 

高い公債費比率となっており、町財政を圧迫 

しています。 

■諸支山金 

す。 

■繰上充用金 

お金です。 

開発公社に対する貸付金で 

前年度の歳入不足に充てた 

■議 会 費 みなさんが選んだ議員さん 

の活動に要するお金です。報酬、調査研究費 

議員共済掛金、議長会などの負担金などに使 

われます。 

■総 務 費 庁舎内のー般管理、交通安 

全対策費、公有財産管理費、住民基本台帳な 

どの窓口業務、徴税費、選挙関係費用などに 

使われます。 

■民 生 費 みなさんの福祉に関する経 

費に使われます。児童福祉や老人医療、国民 

年金事務費や隣保館運営費、部落解放や産炭 

地振興の活動助成金などに使われます。 

■衛 生 費 きれいな環境づくりとみな 

さんの健康づくりの経費に使われます。赤ち 

ゃん検診、ガン検診、田川地区伝染病組合、 

斉場組合などの負担金、し尿処理などの清掃 

費などに使われます。 

■労 働 費 失業対策四事業に使われる 

お金です。雇用対策と同時に地域に密着した 

町づくリに大きな役割を果たしています。開 

就事業では、工場団地周辺の整備など、特開 

事業では公共用地造成工事が行われます。 

■農林水産業費 農林、水産業の振興経費に 

使われます。農業振興同和対策費として、か 

んがい排水工事、水産業施設工事、国土調査 

費、農業委員会経費などです。 

土 木 費 消 防 費 教 育 費 

485,267 1 ' p11.0% 100,056 ." ．土 2.3% 
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復 旧 費 

2.0% 

災 害 

90,480 
尽 

諸支出金 

50,004 
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公 債 費 

825,792 

18.7% 
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暮らしに生かそう伝統工芸器 一 11月は伝統的工芸品月間 確かめようノ最低賃金一最低賃金周知旬間、11月21日～30日
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十
月
十
五
日
、
恒
例
の
一
月
遅
れ
の
 

敬
老
会
が
町
民
会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
年
の
該
当
者
（
七
十
歳
以
上
）
千
 

百
十
三
人
の
内
、
お
よ
そ
八
百
三
十
人
 

が
出
席
し
ま
し
た
。
 

式
典
で
、
日
野
町
長
、
小
松
副
 

議
長
の
お
祝
い
の
言
葉
や
、
記
念
 

品
贈
呈
、
柴
田
司
一
老
人
ク
ラ
ブ
 

連
合
会
副
会
長
の
謝
辞
の
あ
と
、
 

中
食
を
は
さ
ん
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
 

ン
に
入
り
、
町
内
四
保
育
所
五
歳
 

こ
ち
ら
一
足
早
く
の
 

ク
文
名
コ
h
、 

老
人
ホ
ー
ム
 

荷
老
Z
z

） 

天
郷
荘
 

稲
穂
の
取
り
入
れ
も
間
近
い
9
月
 17
 

日
、
「
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
」
で
敬
老
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
お
年
寄
り
 

自
ら
飾
り
つ
け
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
司
 

会
を
し
て
い
る
方
城
町
の
香
月
栄
さ
ん
 

の
司
会
進
行
で
お
よ
そ
二
時
間
、
心
の
 

こ
も
っ
た
手
づ
く
り
敬
老
会
を
楽
し
み
 

ま
し
た
。
 

招
待
を
受
け
た
日
野
町
長
は
 
「
ベ
ッ
 

ト
で
寝
て
い
て
は
人
生
の
楽
し
み
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
体
を
大
切
に
、
た
く
さ
ん
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児
の
お
み
こ
し
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
さ
ん
に
よ
る
謡
曲
、
養
命
 

大
学
の
み
な
さ
ん
の
民
謡
、
民
舞
、
木
 

村
隆
衛
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
と
次
々
 

に
く
り
出
さ
れ
る
演
芸
に
、
会
場
の
お
 

▲90才以上の代表とし 

て記念品を受ける 

堀 たつのさん（石松） 

食
べ
、
大
い
に
遊
ん
で
、
気
楽
に
人
生
 

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

そ
の
後
、
歌
や
踊
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
も
 

り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
ご
や
 

▼来ひんの方々とジャンケンゲームを か 

楽しむお年寄りのみなさん長 
寿 
を 
お 
祝 
し、 

し 
ま 
し 

~ ) 

年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
、
満
足
そ
う
に
 

目
を
細
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
会
場
の
皆
さ
ん
達
全
員
に
よ
 

v830人のお年寄でにぎわった敬老会 

『夏山文庫』を設置 
I川mI'mmIIIII●I川IIm”川Im川●IIIIIIII'IImm"m"mmmmmmIm "mmmmmm ,mmn"mmImm川Im,m 

こ遺族が三校に寄贈 

てお-讐る孟 1)' ヲ 保健師、ソー 

ガンから家庭を守！ろう．ク 

老後を健康に生きよう、 と老人保健 

法がでトきて5 年になります。 ガン（7）検 

診推進はその中のーつです。 ガン制圧 

の為に町をあげて、 力を入れています。 

婦人特有のガンは乳ガンと子宮ガン 

です。 幸いにしてこの2 つのガンは早 

期発見しやすく早く治療し何10年とす 

こやかに生活している人は少なくあり 

ません。 

子宮ガンは治ゆ率の高いガンで、 か 

かった人の80％は治療し健康になって 

います。 検診によって確実に減りつつ 

あるガンの1つです。 逆に乳ガンは増 

え・っづけています。 30才を過ぎた頃か 

ら増加し、40才、50才と次第に多くの 

人の体をむしばんでいきます。 ですが 

乳ガンは自己検診でトも発見できますし 

検診も簡単です。 早期のガンは進行し 

長びくにつれて、血液やリンパ液に乗 

って体のイ也の場所に転移していきます。 

早期治療とは 「臭いl物は元から断たな 

きゃダメ．ク」 の言葉どおり根もとから 

取り除くことです。 

赤池町では毎年 190人弱の方々が積 

極的にこの検診を受けていますが、 ま 

だまだ全体の7％位です。 早く見つけ 

早く治療すれば健康になれるのですか 

ら、みすみす見逃すことはありません。 

あなたも積極的に検診を受けて大きな 

安心を感じてみませんか。 

議会だより 
九
月
定
例
議
会
は
九
月
二
十
五
日
か
 

ら
十
月
四
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
 

一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
の
決
算
お
 

よ
び
補
正
予
算
、
第
二
次
赤
池
町
総
合
 

計
画
案
な
ど
十
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
 

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
保
育
所
新
設
に
反
対
す
る
陳
情
、
 

堀
田
地
区
集
会
所
の
建
設
を
求
め
る
請
 

願
な
ど
、
請
願
や
陳
情
八
件
も
審
議
、
 

保
育
所
新
設
に
反
対
す
る
陳
情
、
堀
田
 

地
区
集
会
所
の
建
設
を
求
め
る
請
願
は
 

継
続
審
議
と
な
っ
た
ほ
か
、
国
鉄
第
三
 

価
次
廃
止
対
象
路
線
の
廃
止
に
反
対
す
る
 

請
願
な
ど
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
 

に
、
議
員
の
定
数
問
題
に
関
す
る
調
査
 

を
行
う
た
め
に
、
議
員
全
員
に
よ
る
特
 

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
 

内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

●
赤
池
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
 

設
置
お
よ
ひ
管
理
条
例
 

昭
和
六
十
年
度
事
業
に
よ
り
、
雇
用
 

促
進
事
業
団
が
施
行
し
た
町
民
プ
ー
ル
 

横
の
 
「
赤
池
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
」
 

の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
 

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

管
理
に
つ
い
て
は
、
赤
池
町
教
育
委
 

員
会
が
こ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
、
 

使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
規
則
で
 

定
め
ら
れ
ま
す
。
 

●
町
有
財
産
の
取
得
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
造
成
計
画
に
よ
 

り
、
住
宅
団
地
造
成
用
地
一
万
四
千
五
 

百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
第
九
、
十
 

区
か
ら
五
千
百
九
十
二
万
四
千
円
で
買
 

入
れ
る
も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
 

8月23日、思いもかけない交通事 

故により、他界されました故高鶴夏 

山（高鶴茂勝） 

故 さんのご遺族 

戴 より交通遺児 

麗基金にと、町 

誉内3校にそれ 
ん ぞれ金10万円 

が寄せられま 

した。 

各小、中学校では、ご遺族の意志 

を尊重、「夏山文庫」を設置し、児童 

生徒の健全育成に役立てることにし 

ました。 

ト子宮頚がん初期発見の動機‘ 

る
炭
坑
節
の
踊
り
で
、
《
敬
老
会
を
し
め
 

く
く
り
ま
し
た
0
 

な
お
町
内
最
高
齢
者
、
長
末
ト
ラ
さ
 

ん
囲
は
、
田
川
市
内
の
病
院
に
入
院
さ
 

れ
て
い
ま
し
た
が
、
療
養
の
か
い
な
く
 

他
界
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
冥
福
を
 

お
祈
り
致
し
ま
す
。
「
写
真
は
、
生
前
の
 

長
末
ト
ラ
さ
ん
と
、
病
気
見
舞
に
お
と
 

ず
れ
た
日
野
町
長
己
 

れ
ま
し
た
。
 

●
第
二
次
赤
池
町
総
合
計
画
 

総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
 

第
二
次
赤
池
町
総
合
計
画
の
議
案
が
提
 

出
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

計
画
の
期
間
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
 

か
ら
二
十
一
世
紀
へ
の
幕
明
け
の
昭
和
 

七
十
五
年
度
ま
で
の
十
五
年
間
で
、
人
 

の
心
の
豊
か
さ
を
も
と
め
る
こ
と
を
基
 

本
理
念
と
し
、
 

「
緑
と
清
流
、
や
き
も
 

の
と
文
化
の
ま
ち
赤
池
」
を
キ
ャ
ッ
チ
 

フ
レ
ー
ズ
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
 

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
 

の
特
集
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

●
一
般
質
間
 

（
鉱
害
復
旧
対
策
・
老
人
対
策
）
 

鉱
害
復
旧
対
策
に
つ
い
て
は
、
申
請
 

窓
口
業
務
を
町
は
ど
の
程
度
行
う
の
か
、
 

復
旧
事
業
を
進
め
て
い
く
時
に
関
係
以
 

外
の
町
民
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
ど
う
 

対
応
す
る
の
か
、
の
二
点
に
つ
い
て
質
 

一 検診実施月日 

011月19日（水）同和対策中央研修所 

午前9時～10時受付 

 料 金 

〇各千円（ただし70才」ース上の方は無1叫） 

 対 象 

〇町内の30才以上の女‘性の方 

問
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
町
の
か
か
わ
る
業
務
 

は
、
鉱
害
地
域
、
件
数
な
ど
の
現
況
の
 

把
握
を
し
、
申
請
書
を
と
り
ま
と
め
て
 

通
産
局
に
提
出
す
る
な
ど
の
範
囲
で
あ
 

る
こ
と
、
ま
た
、
関
係
以
外
の
町
民
に
 

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
 

行
政
指
導
な
ど
の
手
段
を
講
じ
た
い
と
 

の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

老
人
対
策
に
つ
い
て
は
、
赤
池
町
の
 

老
人
人
口
の
割
合
の
状
況
、
シ
ル
バ
ー
 

人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
町
当
局
の
考
 

え
方
、
失
対
事
業
退
職
者
の
任
意
就
労
 

者
事
業
が
六
十
六
年
度
以
降
な
く
な
る
 

こ
と
に
よ
り
働
き
た
い
老
人
に
対
す
る
 

雇
用
策
を
ど
う
考
え
る
か
、
な
ど
の
質
 

問
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
人
口
構
造
の
把
 

握
は
的
確
に
行
っ
て
い
く
こ
と
、
老
人
 

雇
用
に
対
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
 

ー
の
必
要
性
の
あ
る
こ
と
な
ど
の
回
答
 

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭和60年度各会計の決算状況 
（単位】千円） 

~~~- 歳 入 歳 出 差引額 累積額 

町 立 病 院 事 業 556,685 552,620 4,065 L450, 975 

国民健康保険事業 430,957 430,697 260 260 

上 水 道 事 業 217,618 207,220 10,398 L360,930 

住宅新築資金等貸付事業 462,765 500,640 z37,875 △37.875 

老 人 保 健 事 業 628.127 632,393 Zさ、4,266 L 4,266 

稿 股 

俳
旬
雑
考
④
 

三
木
 
春

翁

 

国
定
公
園
英
彦
山
に
は
、
四
季
を
通
 

じ
て
多
く
の
観
光
客
、
登
山
者
、
神
宮
 

参
拝
者
が
登
山
し
て
い
る
。
俳
人
も
ま
 

た
英
彦
山
を
道
場
と
し
て
、
遠
近
よ
り
 

吟
行
に
訪
れ
て
い
る
。
句
碑
と
し
て
は
 

左
の
三
基
が
あ
る
。
 

杉
田
 

久
女
 

欲
し
て
山
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
し
い
ま
ま
 

橡
の
実
の
つ
ぶ
て
嵐
や
豊
前
坊
 

高
浜
 

年
尾
 

石
垣
は
み
な
坊
跡
や
蔦
紅
葉
 

英
彦
山
神
社
が
神
宮
に
昇
格
し
た
の
 

は
昭
和
五
十
年
で
、
翌
年
七
月
、
記
念
の
 

俳
句
大
会
（
比
古
鈴
句
会
）
が
、
社
務
 

所
二
階
の
大
広
間
で
催
さ
れ
た
。
筑
豊
 

各
地
か
ら
百
数
十
人
の
参
会
者
が
あ
り
 

私
は
幸
に
し
て
天
狗
の
面
を
受
賞
し
た
 

五
句
投
句
で
左
の
二
句
と
他
三
句
。
 

英
彦
谷
の
深
き
に
草
矢
放
ち
け
り
 

下
闇
の
脇
宮
錆
び
し
鈴
の
音
 

英
彦
山
で
の
拙
句
の
一
部
。
 

捕
中
網
持
つ
子
の
続
く
英
彦
の
確
 

篇
目
の
残
る
斎
庭
の
橡
落
葉
 

英
彦
谷
の
ー
と
日
の
旅
に
昼
寝
も
し
 

猪
垣
の
中
の
稲
刈
る
英
彦
棚
田
 

み
ん
み
ん
に
一
息
入
る
る
英
彦
の
確
 

杉
の
秀
に
朝
霧
残
る
豊
前
坊
 

今
年
始
め
て
赤
池
橋
下
流
で
雛
流
し
 

を
催
し
た
時
の
旬
。
 

源
流
は
遠
き
英
彦
嶺
や
雛
流
す
 

つ
れ
づ
れ
に
⑩
 

〇
峡
の
明
け
急
に
秋
め
き
目
覚
む
な
り
 

〇
法
師
蝉
大
樹
に
は
げ
し
鳴
き
き
そ
ふ
 

〇
新
涼
や
豆
腐
の
売
り
声
峡
を
行
く
 

〇
奇
特
な
る
鈴
虫
蜘
審
今
年
加
 

〇
鍵
長
藤
f
井
委
員
長
秋
一
番
 

〇
ポ
ン
パ
ン
と
朝
の
散
歩
や
誠
発
 

〇
敬
老
会
舞
台
演
出
寮
母
多
芸
 

〇
秋
の
潮
猿
も
の
と
び
跳
ね
地
引
き
織
 

〇
鰹
食
の
生
き
る
世
帯
や
舞
の
秋
 

11月7日までは 文化財保護強調週間 11月26日～12月2日 ー秋の全国火災予防運動



．ノ I
 

、
 

待
ち
合
い
室
 

今
日
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
 

成
人
病
の
中
に
は
、
糖
尿
病
、
脳
血
管
 

疾
患
、
心
疾
患
、
悪
性
新
生
物
（
ガ
ン
）
 

等
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
糖
尿
病
に
 

つ
い
て
お
話
し
致
し
ま
す
。
 

糖
尿
病
と
は
、
簡
単
に
申
し
ま
す
と
 

体
の
中
の
騨
臓
と
言
う
臓
器
が
あ
り
、
 

こ
こ
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
と
言
う
ホ
ル
モ
 

ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ス
リ
 

ン
は
、
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
う
 

た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
 

り
、
血
液
の
中
の
糖
を
下
げ
る
働
き
も
 

致
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
イ
ン
 

ス
リ
ン
の
分
泌
が
悪
く
な
っ
て
い
る
状
 

態
を
言
い
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
 

と
体
の
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に
悪
い
影
響
 

を
与
え
る
、
と
て
も
怖
い
病
気
の
ひ
と
 

つ
で
す
。
 

糖
尿
病
に
な
っ
て
い
る
人
の
管
理
を
 

し
た
り
、
そ
の
原
因
を
見
つ
け
た
り
す
 

る
た
め
に
、
尿
糖
、
血
糖
、
糖
負
荷
、
 

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
ん
、
ケ
ト
ン
体
、
イ
ン
 

ス
リ
ン
、
イ
ン
ス
リ
ン
抗
体
、
c
ー
ペ
 

プ
チ
ド
、
ト
リ
プ
シ
ン
、
P
s
T
I

、 

c
A
 19 

1
9
、
眼
底
カ
メ
ラ
な
ど
聞
き
 

な
れ
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
 

の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
 

期
発
見
、
治
療
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
 

こ
の
患
者
は
全
国
に
二
百
万
人
ー
三
 

百
万
人
と
も
言
わ
れ
、
年
々
増
加
傾
向
 

を
示
し
、
当
赤
池
町
に
お
い
て
も
、
患
 

血糖値 人 数 % ・
」
一
 

80 以 下 33 5 
80 -110 371 56 ※ 

110-160 159 23 
160以上 108 16 

※は正常人の値です。 

者
、
及
び
予
備
軍
 

が
目
立
っ
て
多
く
 

外
来
、
入
院
患
者
 

さ
ん
を
八
ー
九
月
 

に
か
け
て
ま
と
め
 

た
デ
ー
タ
ー
を
表
 

に
示
し
ま
し
た
。
 

表
か
ら
も
わ
か
 

る
よ
う
に
糖
尿
病
 

ま
た
は
、
糖
尿
病
 

の
疑
い
の
あ
る
患
 

者
さ
ん
は
、
全
体
の
五
分
の
二
と
多
く
 

な
っ
て
居
り
ま
す
。
 

幸
い
に
も
当
病
院
に
六
月
か
ら
赴
任
 

さ
れ
た
自
治
医
大
の
広
瀬
先
生
は
、
糖
 

尿
病
に
と
て
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
 

お
り
、
月
に
二
回
は
糖
尿
病
教
室
を
開
 

き
、
住
民
の
皆
様
に
理
解
を
深
め
て
い
 

た
だ
き
、
こ
の
病
気
を
治
そ
う
と
し
て
 

い
ま
す
。
是
非
、
こ
の
企
画
を
有
効
に
 

利
用
し
て
、
体
の
健
康
作
り
に
役
立
て
 

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

前
回
、
山
本
先
生
よ
り
検
査
室
に
あ
 

る
機
器
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
 

病
院
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
機
器
が
数
 

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
民
の
財
産
 

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

食
生
活
が
欧
米
並
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
 

老
令
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
 

成
人
病
も
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
 

年
に
一
度
は
、
か
な
ら
ず
健
康
診
断
 

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

赤
池
町
立
病
院
検
査
技
師
 
伊

藤

 
俊

之

 

障
害
基
礎
年
金
の
定
期
払
い
 

十
一
月
か
ら
三
カ
月
分
ず
つ
 

今
年
の
四
月
か
ら
障
告
福
祉
年
金
は
 

前
三
カ
月
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
o
 

障
害
基
礎
年
金
に
か
わ
り
、
年
金
額
の
 

次
の
支
払
は
、
十
一
月
十
一
日
で
、
 

大
幅
引
き
上
げ
や
子
の
加
算
額
が
新
設
 

さ
れ
る
な
ど
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
 

年
金
支
払
も
年
四
回
と
な
り
、
二
月
 

五
月
、
八
月
、
十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
 

なんでもミガンバルミ 
上
野
橋
の
す
ぐ
下
に
 

あ
る
河
川
敷
野
球
グ
ラ
 

ン
ド
の
砂
が
、
梅
雨
の
 

大
雨
の
た
め
に
流
さ
れ
 

て
し
ま
い
、
使
う
こ
と
 

が
で
き
な
い
状
態
で
し
 

た
。
こ
の
グ
ラ
ン
ド
は
 

昭
和
五
十
九
年
度
特
定
 

地
域
開
発
就
労
事
業
の
 

環
と
し
て
作
ら
れ
た
 

も
の
で
す
が
、
“
練
習
が
 

で
き
ず
困
る
の
は
自
分
 

達
だ
）
と
、
少
年
野
球
 

チ
ー
ム
「
上
野
イ
ー
グ
ル
ス
」
 
の
子
供
 

達
が
放
課
後
、
日
頃
も
ち
な
れ
た
バ
ッ
 

ト
や
グ
ロ
ー
ブ
を
、
ス
コ
ッ
プ
、
 
一
輪
 

車
に
も
ち
替
え
整
備
を
始
め
ま
し
た
。
 

つ
る
べ
落
と
し
の
タ
陽
を
真
赤
な
ほ
っ
 

ぺ
た
で
受
け
と
め
、
汗
を
流
し
て
い
る
 

子
供
達
の
笑
顔
は
す
っ
き
り
、
さ
わ
や
 

か
で
し
た
。
 

ぬ
け
る
様
な
秋
空
の
下
、
第
十
二
回
 

赤
池
町
統
一
秋
祭
り
が
十
月
十
一
日
、
 

十
二
日
の
両
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

か
わ
い
ら
し
い
子
供
山
笠
六
台
を
ふ
 

く
め
た
十
二
台
の
山
笠
が
、
町
内
へ
と
 

八
月
か
ら
十
月
ま
で
の
三
カ
月
分
が
支
 

払
わ
れ
ま
す
。
 

前
回
八
月
の
支
払
い
の
時
は
、
障
害
 

基
礎
年
金
に
変
わ
っ
た
四
月
か
ら
七
月
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．
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ま
で
の
、
四
カ
月
分
が
ま
と
め
て
支
払
 

わ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
十
一
月
支
 

払
い
か
ら
は
、
前
回
の
八
月
支
払
い
に
 

比
ベ
ー
力
月
分
少
な
い
額
と
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
母
子
福
祉
年
金
か
ら
移
行
 

し
た
遺
族
基
礎
年
金
も
同
じ
で
す
。
 

年
金
は
分
か
り
に
く
い
も
の
で
す
。
 

少
し
で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
遠
慮
 

を
せ
ず
役
場
や
社
会
保
険
事
務
所
に
尋
 

ね
ま
し
ょ
う
。
 

鷺
鷺
鷺
難
議
」
 

九
月
号
で
町
内
の
国
鉄
バ
ス
の
二
路
 

線
（
直
方
ー
上
野
峡
）
・
（
赤
池
駅
ー
上
野
 

峡
）
が
、
十
一
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
期
 

トグラウンドの整備をする上野イーグルスのナイン・ 
く
り
出
し
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
 

た
。
十
一
日
の
夜
に
は
、
中
央
研
修
所
 

で
、
の
ど
自
慢
大
会
が
催
さ
れ
、
各
地
 

区
か
ら
選
出
さ
れ
た
二
十
三
人
の
方
が
 

日
頃
自
慢
の
の
ど
を
披
露
、
ま
た
中
央
 

研
修
所
前
で
は
、
金
魚
す
く
い
、
ポ
ッ
 

プ
コ
ー
ン
な
ど
数
軒
の
夜
店
が
な
ら
び
 

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
夜
長
を
、
た
く
さ
ん
 

の
人
達
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
ー
つ
あ
 

命ノ、ス 

廃止問題ニ 
国命 《一 

に
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
お
知
ら
 

せ
し
ま
し
た
が
、
「
町
民
の
足
を
奪
う
バ
 

ス
廃
止
に
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
 

い
。
な
ん
と
か
存
続
を
」
 
と
、
町
長
、
 

議
長
、
副
議
長
な
ら
び
に
議
員
の
方
々
 

そ
れ
に
地
元
代
表
の
皆
さ
ん
達
に
よ
る
 

国
鉄
九
州
総
局
自
動
車
部
・
九
州
運
輸
 

局
へ
の
廃
止
反
対
の
要
請
が
く
り
返
し
 

行
わ
れ
た
結
果
『
十
月
末
日
廃
止
』
と
 

い
う
最
悪
の
事
態
だ
け
は
な
ん
と
か
さ
 

け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
廃
 

止
問
題
が
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
数
多
く
の
人
々
に
利
用
 

さ
れ
た
国
鉄
バ
ス
を
存
続
す
る
に
は
、
 

町
民
の
方
み
ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す
。
 

利
用
し
ま
し
ょ
う
、
私
達
の
足
を
ー
。
 

り
ま
す
。
十
二
日
佃
祭
り
の
当
日
に
不
 

幸
な
事
故
の
た
め
、
赤
池
町
の
か
わ
い
 

い
命
の
光
が
ー
つ
消
え
て
し
ま
い
ま
し
 

た
。
事
故
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
き
ま
 

す
が
、
 

「
大
橋
舞
」
 
ち
ゃ
ん
（
3

）
、
と
 

い
う
名
前
だ
け
広
報
誌
に
載
せ
哀
悼
の
 

意
を
表
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
 

ら
大
き
く
光
輝
こ
う
と
し
て
い
た
の
に
 

と
思
う
と
本
当
に
残
念
で
す
。
 

ムロ 

掌
 

き」 
出
 

叱” 部落問題・子 

同
和
問
響
発
叫
ー
ス
 

丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
 

よ
く
 
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
」
 
と
 

い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
 

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
干
支
（
え
と
）
に
 

ま
つ
わ
る
迷
信
で
、
六
十
年
に
一
度
の
 

周
期
で
ま
わ
っ
て
く
る
年
の
こ
と
で
す
。
 

こ
の
年
に
う
ま
れ
た
女
性
は
 
「
気
が
強
 

く
て
夫
を
食
い
殺
し
た
り
、
男
を
不
幸
 

に
す
る
」
 
と
い
う
迷
信
で
す
。
 

「
こ
の
 

ー
シ
世
の
中
に
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
…
」
 

J
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
表
は
昭
和
四
十
年
か
ら
四
十
一
一
 

HI た
 数
 

生
 

旨

ち

る

 

県
下
の
男
女
を
 

し
女
 

男
 

一 
数
で
す
。
昭
和
 

の

．

α

匹

旺

一

 
あ
わ
せ
た
出
生
 

IIII
口
 
の
 

ゾ
H

下
 

迷
県
 ー

メ
メ
人
ノ
 

四
十
一
年
は
丙
 

◆
氾
 12 

M

一 

午
の
年
に
あ
た
 

叫一 鵬
 一

 
細
 

伽

一

6

5

7

‘ 

…
」
」
、
 

い
 

争
一
 

で
す
が
、
こ
の
 

契
晦
侮
跨
 

数
字
を
み
て
も
 

E
『
4
,4141 

1
' 

』
師
繋
 
鷲
競
 

ひ” 

ー 

ー 

k
土
f

こ
F

ご
 

岡
 

福

‘

渇

辺

叫

 

っ
て
い
た
わ
け
 

ま
 

一え の

”

昭

昭

昭

一

 
丙
午
の
年
に
は
 

ひ
 

昭和如年68,603人 100% 
昭和41年54,428人 79% 
昭和42年 74,046人 108% 

年
ま
で
の
福
岡
 

数
字
を
み
て
も
 

大
は
ば
に
子
ど
 

も
の
出
生
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
 

に
気
づ
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
全
 

国
的
に
も
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
迷
信
の
お
こ
り
は
、
中
国
の
古
 

い
本
の
中
に
 
「
丙
午
の
年
に
は
国
家
の
 

変
事
が
お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
 
と
書
 

一
か
れ
て
あ
る
の
を
、
日
本
で
は
江
戸
時
 

こ
の
よ
う
に
全
く
根
拠
の
な
い
迷
信
 

が
残
る
か
ぎ
り
、
女
性
や
家
庭
で
の
苦
 

し
み
が
つ
づ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
 

か。 
こ
れ
ま
で
、
迷
信
や
し
き
た
り
な
ど
 

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
わ
た
 

し
た
ち
の
生
活
や
他
人
と
の
つ
き
合
い
 

の
し
か
た
を
見
た
場
合
、
こ
の
他
に
も
 

た
く
さ
ん
の
迷
信
や
い
い
っ
た
え
、
し
 

き
た
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
 

多
く
の
人
は
 
「
関
係
な
い
」
 
と
い
い
ま
 

す
が
、
い
ざ
そ
の
こ
と
に
直
面
す
る
と
 

「
親
が
い
う
か
ら
、
世
間
の
手
前
が
あ
 

る
か
ら
」
 
と
い
う
返
事
が
か
え
っ
て
く
 

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
よ
 

く
考
え
て
み
る
と
、
世
間
体
と
い
う
の
 

は
つ
き
つ
め
て
い
け
ば
自
分
自
身
の
「
」
 

と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

わ
た
し
た
ち
は
、
心
配
事
や
悩
み
、
 

苦
し
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
心
の
よ
り
 

ど
こ
ろ
を
求
め
ま
す
。
し
か
し
、
求
め
 

た
も
の
が
迷
信
や
い
い
つ
た
え
、
し
き
 

た
り
で
あ
る
か
ぎ
り
、
迷
う
人
は
ま
す
 

ま
す
迷
わ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
 

て
し
ま
い
ま
す
。
 

「
長
い
も
の
に
は
ま
か
れ
ろ
」
 
と
い
 

う
考
え
方
や
姿
勢
は
、
物
事
を
正
し
く
」
 

考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
正
し
い
こ
と
 

〈
マ
差
「
一
「
議
申
垂
一
 

代
の
初
め
に
「
変
事
を
火
事
」
と
解
釈
 

し
た
た
め
、
丙
午
の
年
に
は
火
事
が
多
 

い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
有
名
な
八
百
屋
お
七
の
話
 

が
あ
っ
て
か
ら
元
禄
時
代
（
今
か
ら
三
 

百
年
ほ
ど
前
）
に
 
「
丙
午
の
年
に
う
ま
 

れ
た
女
は
気
が
つ
よ
く
男
を
食
い
殺
す
」
 

と
変
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
 

め
、
丙
午
の
年
に
な
る
と
う
ま
れ
て
き
 

た
子
ど
も
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
密
殺
さ
 

れ
た
り
、
子
ど
も
を
流
産
さ
せ
る
た
め
 

母
親
が
死
ん
だ
り
し
て
大
き
な
社
会
問
 

題
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

現
代
で
も
、
意
識
的
に
出
生
を
制
約
 

し
た
り
、
出
生
届
の
日
を
変
え
て
み
た
 

り
、
妊
娠
中
絶
を
し
て
子
ど
も
の
命
を
 

う
ば
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
 

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
出
生
が
翌
年
に
 

集
中
し
た
り
し
て
受
験
戦
争
を
一
層
激
 

化
さ
せ
る
と
い
う
問
題
に
ま
で
発
展
し
 

て
い
ま
す
。
 

を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
 

し
ま
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
考
え
は
、
部
落
差
別
を
は
 

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
を
残
し
て
い
 

く
と
と
も
に
、
新
し
い
差
別
を
つ
く
っ
 

て
い
く
危
ぐ
が
あ
り
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
こ
と
は
、
人
を
差
別
し
た
り
、
の
け
 

も
の
に
し
た
り
、
悲
し
い
思
い
に
さ
せ
 

る
よ
う
な
し
き
た
り
や
全
く
根
拠
の
な
 

い
迷
信
な
ど
を
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
 

り
か
ら
と
り
の
ぞ
い
て
い
く
こ
と
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
れ
は
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
、
友
 

じ

り

せ

人

 

人
な
ど
の
中
で
わ
た
し
た
ち
が
実
践
し
 

て
い
く
こ
と
か
ら
解
消
で
き
ま
す
。
そ
 

の
中
か
ら
み
ん
な
の
人
権
が
守
ら
れ
る
 

よ
う
な
生
活
の
し
か
た
が
つ
く
ら
れ
る
 

と
思
い
ま
す
。
 

で
き
る
こ
と
か
ら
一
日
も
早
く
は
じ
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

今
月
の
解
放
講
座
 

と
 

き
 

と
一
」
ろ
 

11 

月
 26 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

田川地区暴力絶滅住民総決起大会一11月14日岡午後2時から（田川文化センター）1 
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11月は 全国青少年健全育成強調月間 

う
”
a
o
a

一
わ
か
る
よ
う
に
 



(8) 

バレーボール教室 

好きな人 大募集 

レ対象者＝＝バレーボールを好きな人なら誰でも大歓 

迎（初心者⑧歓迎） 

レ場 所一町民会館 

レ練習日＝＝毎週土曜日（午後8時～10時） 

レ申し込み、問い合せ先＝＝赤池町体協バレーボール 

部ft28-4100 

募 
ら 情 
し 
ひ 殿 

業
抑
防
淵
●
検
診
川
 

◆
ィ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
①
 11 

月
4

日
 戸
 

因
▽
 

老
人
ホ
ー
ム
▽
上
野
地
区
の
方
②
 11 

月
 

18
 

日
▽
老
人
ホ
ー
ム
▽
上
野
地
区
の
方
 

③
 11
 

月
 21 

日
国
▽
四
区
公
民
館
▽
上
野
 

地
区
の
方
④
 11 

月
 27 

日
困
▽
市
場
小
学
 

校
保
健
室
▽
市
場
地
区
の
方
⑤
 11 

月
 28
 

日
囲
▽
町
民
会
館
▽
赤
池
地
区
の
方
（
 

時
間
は
い
ず
れ
も
 13 

時
 30 

分
ー
 15 

時） 

◆
麻
し
ん
▽
 11
 

月
 12
 

日
困
▽
町
立
病
院
 

▽
 13
 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
 18 

カ
月
ー
 36
 

カ
月
 

一I三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
 

◆
三
種
混
合
▽
 11 

月
 20 

日
困
▽
町
民
会
 

館
▽
 13 

時
半
ー
 15 

時
▽
生
後
 24 

カ
月
ー
 

48 

カ
月
 

◆
老
人
一
般
健
診
▽
 11 

月
 25 

日
因
▽
同
 

和
対
策
中
央
研
修
所
▽
 10 

時
ー
 14 

時
▽
 

項
目
ー
問
診
、
身
体
計
測
、
尿
検
査
、
 

血
圧
な
ど
の
一
般
診
査
、
異
常
が
あ
る
 

人
は
、
心
電
図
な
ど
の
精
密
診
査
を
行
 

い
ま
す
。
▽
料
金
、
 

一
般
診
査
ー
百
円
、
 

精
密
診
査
ー
五
百
円
 

◆
献
血
▽
 11 

月
 28 

日
▽
 
10 

時
ー
 13 

時、 

赤
池
商
事
前
▽
 14 

時
ー
 16 

時
、
赤
池
町
 

役場（旧第2
公
民
館
前
）
＞
プ
肥
 

旧柑m
，
川
川
談
川
？
フ
晋
 

'‘ー 

i
‘
 

、

露

‘

 

◆
乳
児
保
育
相
談
▽
 11 

月
 17 

日
囲
▽
町
 

民
会
館
▽
 10 

時
ー
 11 

時
半
▽
生
後
2

カ
 

月
ー
 12 

カ
月
 

山
釧
側
で
酬
訓
訓
州
山
 

十
一
月
一
日
か
ら
、
 
一
般
道
路
で
も
 

、
ン
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
し
な
け
れ
ば
、
 

自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
 

た
。
こ
れ
は
助
手
席
に
同
乗
し
て
い
る
 

人
も
同
じ
で
す
。
違
反
者
は
違
反
点
一
 

点
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
安
全
 

で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
戸
田
秀
行
（
西
ケ
丘
）
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
ー
千
円
）
赤
池
町
 

議
会
ー
 18 

人
各
5

口
▽
役
場
課
長
会
ー
 

30 

人
各
5

口
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
林
 

光
雄
（
直
方
市
）
衣
類
 19 

点
 

ズ
ボ
ン
等
〇
日
本
た
ば
こ
産
業
開
飯
塚
 

営
業
所
（
飯
塚
市
）
た
ば
こ
隔
個
〇
日
 

本
た
ば
こ
産
業
翻
婦
人
部
（
飯
塚
市
）
 

お
菓
子
 45 

個
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
ビ
 

ー
ル
 
20 

本
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
、
清
酒
 

3
升
〇
小
松
鮮
魚
店
（
上
野
）
卵
卿
個
 

〇
世
良
鮮
魚
店
（
赤
池
）
亀
井
精
肉
店
 

（
赤
池
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 90 

缶
〇
池
田
牛
 

乳
店
（
上
野
）
プ
リ
ン
 72 

個
〇
藤
村
商
 

店
（
上
野
）
缶
入
ド
ロ
ッ
プ
 50 

缶
〇
橋
 

本
恵
子
（
八
幡
西
区
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
〇
菊
水
寿
し
（
方
城
町
）
金
一
封
〇
 

浦
田
サ
ツ
キ
（
赤
池
）
藤
村
澄
子
（
上
 

野
）
金
一
封
〇
筑
豊
天
国
社
（
赤
池
）
 

成
金
鰻
頭
剛
個
〇
長
野
賢
治
（
上
野
）
 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 30 

缶
〇
日
野
喜
美
男
（
赤
 

池
）
金
一
封
〇
木
月
睦
夫
（
赤
池
）
缶
 

餌養鈴接‘鷲谷誠cぐ A
'
 

/
 【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時～午後3時 

【健康相談日】 

第1火曜日（11月4 日） 

【仏教講演会】 

11月13日困午前11時～ 

可）も自由にこ利用下さい。 

【休館日】 

2日、 3日、10日 

16日、24日 

【福祉バス運行日】 

休日を除く毎日 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台を 

提供します 

※ゲートボール場（ナイター ×
 

ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
〇
世
良
保
（
上
野
）
ナ
 

務
長
）
〇
税
務
課
長
ー
世
良
英
次
（
議
 

、ン 

15 
ぬ
、
柿
3
雨
、
栗
2
ぬ
〇
舌
間
三
吾
（
 

会
事
務
局
長
）
〇
町
立
病
院
事
務
長
ー
 

直
方
市
上
境
）
金
一
封
〇
舌
間
精
一
 
（ 

林
省
吾
（
住
宅
課
長
）
〇
教
育
委
員
会
 

直
方
市
上
境
）
金
一
封
〇
岩
見
林
（
直
 

課
長
ー
藤
村
友
也
（
税
務
課
長
）
〇
収
 

方
市
上
境
）
金
一
封
〇
世
良
保
（
上
野
）
 
入
役
室
長
ー
長
谷
川
決
一
（
教
育
委
員
会
 

金
一
封
〇
高
津
新
助
（
上
野
）
金
一
封
 

課
長
）
⑥
議
会
事
務
局
長
ー
山
末
直
美
 

〇
早
麻
弘
子
（
赤
池
）
金
一
封
〇
山
本
 

（
収
入
役
室
補
佐
）
〇
水
道
課
営
業
係
 

ョ
シ
ェ
（
赤
池
）
金
一
封
、
大
庭
本
店
 

長
ー
青
木
等
（
町
立
病
院
事
務
係
長
）
 

（
赤
池
）
清
涼
飲
料
水
 50 

本
〇
猿
畑
公
 

〇
財
政
係
長
ー
柳
川
照
義
（
庶
務
、
消
 

民
館
（
赤
池
）
清
酒
二
本
〔
敬
称
略
〕
 

防
・
防
災
係
長
）
〇
町
立
病
院
事
務
係
 

役
場
職
員
人
事
異
動
 

十
月
十
三
日
付
で
次
の
と
お
り
人
事
 

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

〇
住
宅
課
長
ー
松
岡
進
（
町
立
病
院
事
 

長
ー
日
高
一
雄
（
水
道
課
営
業
係
長
）
 

〇
庶
務
、
消
防
・
防
災
係
長
ー
宮
崎
春
 

美
（
財
政
係
長
）
 

〔
係
長
職
以
上
。
⑥
印
は
昇
格
者
〕
 

( 

）
内
は
旧
職
名
 

稲
の
刈
入
時
期
と
合
わ
せ
、
今
月
か
 

ら
「
広
報
あ
か
い
け
」
の
担
当
が
変
わ
り
 

新
米
と
な
り
ま
し
た
。
体
中
す
べ
て
に
 

力
が
入
り
す
ぎ
ペ
ン
は
進
ま
ず
、
か
く
 

の
は
汗
ば
か
り
の
毎
日
。
読
み
づ
ら
い
 

と
思
い
ま
す
が
、
読
ん
で
い
た
だ
い
て
 

い
く
ら
の
こ
の
商
売
。
努
力
ノ
く
で
わ
 

か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
紙
面
を
と
考
 

え
て
い
ま
す
。
“
し
っ
た
与
激
励
ク
何
卒
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

M
 

五
年
半
の
広
報
担
当
係
か
ら
新
し
い
 

係
へ
変
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
発
行
す
 

る
だ
け
で
精
一
杯
。
県
外
か
ら
も
優
秀
 

な
広
報
紙
を
取
り
寄
せ
、
い
い
広
報
の
 

良
さ
、
な
ぜ
良
い
の
か
が
だ
ん
だ
ん
分
 

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
た
ど
り
着
 

け
な
い
こ
と
の
あ
せ
り
、
ジ
レ
ン
マ
、
 

あ
き
ら
め
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
担
当
 

は
変
っ
て
も
ク
広
報
マ
、
了
の
気
持
ち
は
 

持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ー
O
 '

 

ー
お
わ
び
と
訂
正
 

十
月
号
五
面
ー
お
元
気
で
す
か
 

保
健
婦
で
す
ー
中
、
検
査
実
施
月
 

日、 

11 

月
 25 

日
因
 13 

時
半
ー
 14 

時
 

半
受
付
と
あ
る
の
は
、
 
11
 

月
 25 

日
 

因
 10 

時
ー
 14 

時
受
付
の
誤
り
で
し
 

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

11月は町県民税4期分の納税月です 


